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内 容

1. 季節予報の概要

2. 季節予報の利活用推進の背景

3. 利活用事例の紹介
○農業技術情報への利用
○農業メッシュデータへの適用
○水稲刈取適期予測への利用
○電力需要予測への利用
○アパレル分野での利用
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種 類 内 容 発表日時
１か月予報 １か月平均気温、第1週・第2週・第3～4週の平均

気温、１か月合計降水量、１か月合計日照時間、
日本海側の１か月合計降雪量、１か月間の天候

毎週木曜日
14時30分

３か月予報 ３か月平均気温、３か月合計降水量、月ごとの平
均気温、合計降水量、日本海側の３か月合計降雪
量、月ごとの天候

毎月25日頃
14時

暖候期予報 夏（6～8月）の平均気温、合計降水量、梅雨時期
（6～7月、沖縄・奄美は5～6月）の合計降水量、
夏の天候

２月25日頃
14時

寒候期予報 冬（12～2月）の平均気温、合計降水量、日本海側
の合計降雪量、冬の天候

９月25日頃
14時

異常天候早
期警戒情報

発表日の５日～８日目を先頭の日とする１週間平
均気温が「かなり高い」あるいは「かなり低い」
可能性が大きくなったとき発表

原則毎週月・
木曜日（※）
14時30分

季節予報の種類と内容
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※月曜日が祝日等の場合、翌日に発表
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季節予報の一例

http://www.jma.go.jp/jp/longfcst/

平成25年11月15日発表の１か月
予報の一部

http://www.jma.go.jp/jp/longfcst/


異常天候早期警戒情報

• 概ね2週先までを対象に、平年から大きく隔たった天候が発
現する可能性が高い場合に発表

• 気温を対象、冬季は大雪も対象（平成25年11月から日本海
側対象）

• 夏季：高温に関する早警で熱中症に対する対策呼びかけ
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異常天候早期警戒情報の文例と発表形態
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2.季節予報の利活用取り組みの背景
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交通政策審議会気象分科会提言
「気候変動や異常気象に対応するための気候情報と

その利活用について」（平成24年2月答申）

＜現状＞
•各分野において季節予報を具体的に活用している例
は少ない
•季節予報は利用者のニーズを十分満たしていない

利用していな
い・不明

利用している

気候情報の利用
１か月予報の予報精度
１か月平均気温の３階級予報の適中率

精度は着実に向上
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「確率」を利用



①気候情報の利便性の向上
（気候データや予測情報の整備・拡充等）
・ 「気候リスク管理」について解説したページの開設
・気象観測データのダウンロードページの開設
・ １か月予報確率予測資料の提供開始

②気候情報の作成者と利用者が協力し成功事例
を創出
・ 気象庁と農研機構※との共同研究
・山形県農業総合研究センターの調査
・気象庁とアパレル・ファッション産業協会との
共同調査

気象分科会の提言と具体的な取り組み

※独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 9



「気候リスク管理」解説ページの開設
～気象情報を利用して気候の影響を軽減してみませんか？～

＜コンテンツ＞
○気候リスク管理の基本的
考え方の解説
○農研機構やアパレル
・ファッション産業協会と
実施した気候リスク管理
の実例紹介
○気候リスク管理を実践
するのに必要な気象観測
や予測データ

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html
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http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html


3.利活用事例の紹介
○農業技術情報への利用
○農業メッシュデータへの適用
○水稲刈取適期予測への利用
○電力需要予測への利用
○アパレル分野での利用
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12

農業技術情報への利用



気象庁と東北農業研究センターの技術・データを結集し、
対話により気候リスク管理に資する情報を共同開発

気候リスクの評価
＜東北農研＞農業分野の知見に基づく気候の影響の評価
と気象庁予測データの組み込み

＜気象庁＞予測データ提供と過去の気象データを用いた
上記気温発生確率の予測精度の見積もり

時期
警戒気温

（７日間平均）
懸念される症状

７月中旬から８月上旬
(幼穂形成期～出穂期前）

２０℃以下 障害不稔発生

８月上旬
（出穂期）

２０℃以下 開花不稔発生

８月上旬から８月下旬
（出穂期～登熟初期）

２７℃以上 高温登熟障害
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2週間先に７日平均
気温が20℃以下と
なる確率の信頼度
（7月中旬～8月上旬）
2010年までの30年間の予
測データから作成

気候リスクへの対応

2週間先の情報を試行提供

農研機構との共同研究



刈取適期予測は、平年値を用いて
多くの農業機関が実施

・刈り遅れによる品質低下防止
・乾燥調整施設稼働準備、人員確保
・落水時期調整
（水田が乾かないと収穫機械が入れない）

山形県農業総合研究センターの取り組み
「1か月予報ガイダンスを用いた水稲の刈取適期予測」
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「２週間から１か月先」の気象庁の気温予測を用い
た場合、平年値に比べ、どの程度改善できるか評価



水稲の適期刈り取り

約10日 約2週間

出穂30日後
落水時期

積算気温950℃を
目安に刈取り開始

積算気温1,200℃
までに刈取り終了

出穂後30日間の平
均気温が25℃以上
では気温900℃付近
から刈取り可能

出穂後30日間の平均
気温が25℃以上では
気温1,150℃を過ぎる
と品質低下が大きい

「はえぬき」の場合

山形県農業総合研究センター横山氏資料
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方 法
• 1985～2010、2012年の出穂期データをもとに、
各気象観測データの日平均気温を用い刈取り
適期を推定

• 8月10日を基点に、日平均気温平年値および
ガイダンスデータ（2W、4W）注）を用い、予測結
果について比較

• 2012年は「異常天候早期警戒情報」のデータを
用いて予測（2Wのみ）

山形県農業総合研究センター横山氏資料を一部改変
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気象庁注）２W：２週先までの気温予測値 ４W：４週先までの気温予測値



結 果

図　予測データ(8/11以降）を用いた水稲刈り取り時期予測
の精度（山形水田農試、1985～2010、2012年）
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山形県農業総合研究センター横山氏資料
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電力需要予測への利用

東京電力ＨＰより

週間予報より先の電力
需要予測へ利用



（アパレル側のコメント・対応策等）

• 15℃を超えるあたりで販売数の上昇がみられ、気温上昇とサンダル販売数の
増加に相関が実感できる。２週間前の気温予報を把握することで店舗への最
適な商品供給が可能となる。

サンダルの販売数と
気温の関係
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アパレル・ファッション産業における
気候リスク評価調査

今年度は、２週間先の気温予測を使ってどのような対
策が実施できるか、対応策を検討中

（一社）日本アパレルファッション産
業協会の協力により実施


